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IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

開催のご案内

IPv6 サミット 2006 実行委員会事務局



2

IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

はじめに
Internet Weekの併設イベントとして開催されてきたIPv6 Summitは本年で6回目を迎えました。
今回は「実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今」をテーマとして魅力的なプログラムを
用意しました。

今回は、開催地を秋葉原とすることで会場への交通の便も向上しました。
デジタル・ネットワーク時代の最先端の電気街として生まれ変わった秋葉原で開催することで、
技術のみならず事業に携わる方々に気軽にご来場いただけるイベントとなりました。
さらに、本年のIPv6 Summitは参加費が無料となりました。これまで以上に多くの方々に、
IPv6との新たな接点を得ていただければと思います。

今年はIPv6対応のデバイスやオペレーティングシステムの普及の兆しが見えてきています。
IPv6 Summitのプログラム内容もこれに対応するべく刷新し、実際に進められているサービスや
ソリューションを軸として技術を解説して、より身近な技術としてIPv6を感じていただけるような
セッションを用意しました。

今年もIPv6に深く関わっていらっしゃる多くの方々のご協力により本イベントを企画させていただき、
参加される皆さまのビジネスや研究開発への参考となるような内容となったと実行委員一同
自負しております。

秋葉原で皆さまとお会いさせていただくことを楽しみにしております。
ぜひお誘いあわせのうえご参加ください。

IPv6 サミット 2006 実行委員会
実行委員長

及川卓也 マイクロソフトディベロップメント株式会社
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開催概要

[名称] IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

[主催] IPv6 サミット 2006 実行委員会

実行委員長
及川卓也 マイクロソフト ディベロップメント 株式会社

プログラム委員長
IPv6 普及・高度化推進協議会（予定）

[日時]  2006年11月21日（火） 10:00 - 20:00

[会場] 秋葉原コンベンションホール
(JR秋葉原駅前 ダイビル2階）
2階ホール （300席 スクール形式）

[プログラム] （未定）

午前 1. キーノートセッション

2. 「IPv4アドレス枯渇の現状(仮題)」

3. Windows Vistaと IPv6 （仮題）

午後 ソリューションセッション

夜 交流会 （レセプション併設展示）

[参加見込] 300名

[参加費] 無料

[後援] （予定）

IPv6 センサネットワーキングコンソーシアム

IPv6 普及・高度化推進協議会

IPv6 Forum

WIDE Project
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今年の IPv6 サミット はここが違う！

情報の発信地、

秋葉原へ
プログラム
形態を変更

参加費
無料！

単独開催！

例年までのInternet Week併催時には、
主催者やほかのセッションとの兼ね合いから、
どうしても偏りが見えてしまった客層。
今回の単独開催により、潜在ユーザーに
リーチすることも可能になりました。

開催地を秋葉原にすることにより、移動時間
を短縮、また、秋葉原でこそ獲得できる客層に
も幅広く呼びかけることができます。

高料金で二の足を踏んでいた参加希望者を
参加費を無料にすることにより、獲得。
参加者数も大幅に増えることが期待されます。

プログラム形態の変更により、セッション数の
増加。内容、レベルの異なるセッションが対応
客層をさらに広げます。
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プログラム構成

キーノートセッション

ソリューションセッション
1

「次世代キャリアネットワークで
のIPv6活用(仮題)」

（NGN/WiMax/地デジ再送信）

ソリューションセッション
2 

「次世代エンタープライズネット
ワークでのIPv6活用(仮題)」

（電子政府・医療・防災）

ソリューションセッション
3

「IPv6ソリューション事例に学ぶ
活用手法(仮題）」

（ソリューション技術）

ソリューションセッション
4

「LANや端末でIPv6を利用する
ための問題と検討 （仮題）」

（IPv6端末OS評価SWG ）

交流会 （レセプション併設スポンサー展示）

パネルセッション 「IPv4アドレス枯渇の現状(仮題)」

「Windows VistaとIPv6（仮題）」

午
前

午
後

展
示

対象参加者は、
エンジニアだけでなく

IPv6活用システムの潜在ユーザに
広げられれば、と考えています。

プログラム内容が変更される場合がございますのでご了承下さい。



61口価格： 500,000円 （消費税）

IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

ご協賛案内

レセプション会場にて
展示スペースの
ご提供！

サミット会場、
レセプション会場

にて
主要看板に
ロゴ掲載！

IPv6 サミット 2006
公式WEB上に

ロゴ掲載、展示内容
紹介！

当日の配布物、
メールによる幅広い
告知など、協賛企業の

社名掲載！
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秋葉原コンベンションホールホワイエ

秋葉原コンベンションホール

（秋葉原ダイビル２階）

IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

展示会場秋葉原コンベンションホールホワイエ

サミット講演会場からそのままアクセスできる展
示会場は、全面ガラス張りの、明るい開放感の
あるスペースです。

特にレセプション時は、周辺ビルの明るい夜景
もバックに広がり、さらににぎやかな雰囲気にな
ります。

IPｖ6 サミットらしい、最適な展示空間といえる
のではないでしょうか。
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交流会時は写真のように、にぎやか且つ自由な雰囲気になります。
この機会に、興味ある企業の話を聞いてみたい参加者も多いはず。
数多くのユーザーと接する、またとないチャンスです！

IPv6 サミット 2006
～実用化を迎えるIPv6の技術とソリューションの今～

展示スペースのご提供

スペース
テーブル1本

（W1800XD600XH700mm）
クロス1枚

バックパネル（W1800XH2100mm）

ご提供物
社名板（W900XH200mm)
コンセント1個2口,
ネットワーク

設営
11月21日（火） 09:30-11:30

展示
11月21日（火） 11:45-17:30

交流会
11月21日（火） 18:00-１9:30

撤収
11月21日（火） 20:00-21:00
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開催実績
Global IPv6 Summit in Japan 

2000年12月18日、19日 大阪国際会議場
Internet Week の一環として 参加者652名 協賛 3社

http://www.jp.ipv6forum.com/japanese/top.html

Global IPv6 Summit in Japan 2001
2001年12月3日、4日 パシフィコ横浜

Internet Week の一環として 参加者750名 協賛 6社
http://www.jp.ipv6forum.com/2001/top/top-j.html

Global IPv6 Summit in Japan 2002
2002年12月18日､19日 パシフィコ横浜

Internet Week の一環として 参加者916名(延べ) 協賛 11社
http://www.jp.ipv6forum.com/2002/ja/index.html

ﾋﾞﾃﾞｵｱｰｶｲﾌﾞ http://www.soi.wide.ad.jp/class/20020035/

Global IPv6 Summit in Japan 2003
2003年12月3日 パシフィコ横浜

Internet Week の一環として 参加者375名 協賛 12社
http://www.jp.ipv6forum.com/ja/index.html

http://www.soi.wide.ad.jp/class/20030034/

IPｖ6 Technical Summit 2005
2005年12月7日 パシフィコ横浜

Internet Weekの一環として 参加者 173名 協賛 12社
http://www.jp.ipv6forum.com/ja/index.html
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お申込とお問い合わせ

・ご協賛方法 9月19日(火）お申込み締切り日

ご協賛の種別: ベーシックスポンサー（展示参加）
協賛方法: 1口からご協賛金を受付いたします。
1口価格: 500,000円（消費税込み）

・協賛のお申し込み
別紙「IPv6 サミット 2006申込書」にご記入の上、
下記事務局宛てにFAXにてご送信をお願いいたします。（FAX: 03-3585-8162）

・協賛金のお振込み
10月上旬より請求書を送付いたします。11月末までに指定口座にお振込み下さい。

（お振込み時期についてはご相談させていただきます）

・お問い合わせ
IPv6 サミット 2006 実行委員会事務局
担当： 宮本 理恵 （株式会社イーサイド）
email： summit2006-office@e-side.co.jp

Tel： 03-3585-8161 / Fax：03-3585-8162
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会社名：

URL：

代表者： 所属部署：

担当者： 所属部署：

所在地： 〒

Tel: Fax:

email：

ご協賛の種別： ベーシック（展示） □

ご協賛金額： 口 ￥

1口(￥500,000)からお申込みを承ります。（消費税込み）

お問い合わせ
IPv6 サミット 2006 実行委員会事務局
（株式会社イーサイド内）
担当： 宮本 理恵
Tel: 03-3585-8161  Fax: 03-3585-8162
email: summit2006-office@e-side.co.jp申込締切日 9月19日（火）

IPv6 サミット 2006 協賛申込書

FAX: 03-3585-8162
下記の通り申し込みをいたします。

申込日 年 月 日


